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 【調査 1 】
 1 ．対象：東日本大震災の被災地である岩手県の宮古市
在住の住民154名。

























するためには，質問項目 3 ，4 ，6 ，7 －12のうち 5 個
以上「はい」が存在し，4 ，9 ，11のどれか 1 つは必ず
含まれる。「うつ状態」ハイリスクと評価するためには，
質問項目 1 － 3 ，5 ，6 ，10のうち 4 個以上「はい」が
存在し，5 ，10のどちらか一方は必ず含まれる（Table1）。
 【調査 2 】
 1 ．対象：調査 1 と同地域の住民159名（79名＋80名）。
 2 ．調査実施時期：2016年 8 月 1 日～ 8 月 6 日（時期 A；
79名）及び2017年 3 月20日～ 25日（時期 B；80名）。






































































 2 ．調査 2 の結果
　 1 ）対象者の基本調査内容
　2016年 8 月（以下，時期 A）及び2017年 3 月（以下，
時期 B）に実施した調査おいて，対象の属性及び状況を



































 3 ．調査 1 と 2 からみる SQD得点の比較
　時期 Aと時期 Bに加え，もっとも直近の2017年11月






と時期 C（27.27％）に減少，かつ時期 Bと時期 Cは
ほぼ同率を示した。しかし，4 点及び 3 点のものは時
期 Aに比べ時期 B及び時期 Cに増加傾向にある。時





Table5　対象属性と SQD得点（PTSD／うつ状態）の分析（時期 A：2016年 8月調査）










3 点のものは時期 Aに比べ時期 B及び時期 Cに増加傾
向にある。時期 Aの 3 点ものが10.13％であることに比
べ，時期 Bは18.75％，時期 Cは14.94％を示した。 2 点
のものに関しては，時期においてほぼ増減がないことが
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